
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　予定

平成29年度　予定 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２８年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 北堀　智

全体計画 平成28年度 ～ 経費区分 － 内線 ３７４２

事務事業名 12416 議場音響・映像システム整備事業

所　　属 400100 議会事務局・議会事務局

施　　策 07024400 市民と共に歩む、信頼され活気ある組織・体制づくり

会計 01 一般会計
予算

科目 010101 議会費・議会費・議会費
科目

事業 040000 議場音響・映像システム整備事業

事業目的 事業概要・効果 

 設置後35年余り経過し、音響機器も老朽化が進んで  議場の音響機器を改修し、併せて新たな映像機器と

おり円滑な議会運営を行うため支障も生じているため 会議システムを導入することで、円滑な議会運営がで

、新たな設備整備を行う。 き、またケーブルテレビの生放送、それ

内

を素材とした

インター

部

ネット配信もより鮮明

評

に放送でき市民に開か

価

れた議会の推進が図れ

【

る。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年

二

度実績及び予定

平成2

次

7年度　実績 平成28

】

年度　予定

入札準備か

1

ら入札、業者決定、議

頁

会閉会中に機器設置

工

平

事を完了し９月定例会

成

から新設備で定例会を

２

実施。

平成29年度　

８

予定 平成30年度　予

年

定

平成31年度　予定

度

平成32年度　予定

　行政評価事業別シート

実計対象 評価対象



職員 0.0 0.0
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 0.0 0.0

人　員 嘱託職員 0.0 0.0

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 0.0 0.0

市民一人当たりの経費 0.0 0.1

総額 0.0 4,370.0

（単位：千円）

平成27年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費 0

11節 需用費 0

13節 委託費 0

15節 工事請負費 0

19節 負担金補助及び交付金 0

その他 0

内部評価【二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成27年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費 0 4,370

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 0 3,500

一般財源 0 870

正規職員 0.0 0.0
人員数

嘱託



委

業内容になっているか

託

記録用録音、放送中継

費

、音声・映像をより一

1

層きれいに、正確・確

5

実に市民のみなさまに

節

お届けするために有

効

 

である。
評   価

コ

工

メント

・成果を落とさ

事

ずにコストを削減する

請

方法はあるか

効 率 

負

性 ・効率性向上に努め

費

ているか 向上

・使用料

1

などの受益者負担や補

9

助対象事業の範囲など

節

、財源確保の余地はな

 

いか

記録用録音、質問

負

時間管理等が一元管理

担

することが可能となり

金

、議会運営がより効率

補

的に行える。

評   

助

価

コメント

振り返り（

及

決算年度の取組み課題

び

）

音響・映像システム

交

を整備することにより

付

、市民にとってより議

金

会が身近なものとなる

そ

条件整備は整うが、市

の

民の皆さん

の今後の反

他

応を見守りたい。

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成28

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

8節  報償費 0

11

平

節 需用費 0

13節 

成

委託費 0

15節 工事

2

請負費 0

19節 負担

8

金補助及び交付金 0

音

年

響・映像システムのリ

度

ース代（保守含む）H

当

28.8～H29.3

初

の8か月分
その他 4,

予

370
 

ＣＨＥＣＫ

個

算

別評価

項目 評価観点 評

　

価内容

・市民の生命・

事

財産を守るため市が実

業

施することが必要不可

費

欠な事業であるか

・行

の

政内部の管理運営上必

内

要な事業であるか

必 

訳

要 性 ・市が主体とな

主

り実施すべき事業か 必

な

要不可欠

・法的な根拠

節

や公的関与の妥当性は

金

あるか

・目的は結果（

額

施策の目指す理想）に

内

結びついているか

議会

容

会議録作成業務のため

8

正確・確実な記録、ま

節

たケーブルテレビでの

 

議会中継、インターネ

 

ット録画配信等

は開か

報

れた議会、市民のみな

償

さまと共に歩む議会、

費

議会の見える化のため

1

に必要である。
評  

1

 価

コメント

・事業の

節

成果は上がっているか

 

・目標に対する達成度

需

は十分か

有 効 性 ・

用

市民生活上の課題解決

費

に貢献しているか 大変

1

有効

・行政内部の管理

3

上の課題解決に貢献し

節

ているか

・事業の目的

 

が達成できるような事



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 抜本的見直し（拡大） 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

市民の皆様に開かれた議会、よりわかりやすい議会に 市民に信頼される議会を更に構築するため

内

、議場での

なるよう議

部

場の音響・映像システ

評

ムを整備することは 議

価

員活動状況など、より

【

明確・適切な情報発信

二

に努め

、大変意義ある

次

ことである。 たい。

外

】

部評価

次年度以降の方

4

向性

外部評価コメント

頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


